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ハイダ語の人称代名詞の

自立形とクリテイック形について

堀 博 文

1.ハイダ語の人称代名詞の概観

ハイダ語の人称代名詞には,統語的なふるまいの上で自立形とクリテイック

dic形の二種類,格の上で動作者格と目的格の区別,数の上で単数と複数の区

別がある1。 これらの区別は, 1人称から3人称のすべてに揃っているわけでは

なく,次の一覧が示すように,人称によってはいずれかを欠 く代名詞もある2。

自立形 クリテイック形

動作者格 目的格 動作者格

単数

激

単数

複数

滋α～ 滋

`夕
“

η

滋 ～ ″

′″

″′″b

物

わ

dobg
'laa - 'la

これらの区別のうち,動作者格と目的格の違いについて概略を述べると,前

者は,他動詞節の主語と自動詞節の主語,後者は他動詞節の目的語と自動詞節

の主語,更に,所有構造において親族名称や身体部位名称などのいわゆる譲渡

1ハ
イダ語HJdaは ,ア メリカ合衆国のアラスカ州南東部とカナダのプリティッシユ・コロンビア

州北西海岸地域のハイダ・グワーイHalda Cw謝 (ク ィーン・ シャーtlッ ト諸島)で話される系

統不明の言語である。方言は,大 きく分けて北部方言と南部方言があり,北部方言は,ア ラスカ

州南東部とハイグ・ グフーイの北部, また,南部方言は,ハ イダ・ グフーイのグラハムCraham

島南部で話される。本稿で扱うのは,ハ イダ・ グワーイのスキドゲイトSudegateで 話される南

部方言である。
2こ

の表は,ハ イダ語の人称代名詞のすべてを網羅したものではない。ハイダ語には他に不定の人

称代名詞があるが, ここでは考察の対象としない。

２

　

　

３

(1)ハ イダ語の人称代名詞
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不可能物の所有者 として現われる。自動詞節においては,そ の主語が人称代名

詞の場合 その格は,動詞の意味特徴によって動作者格と目的格のいずれかが

現われ得ることから,ハイダ語は,いわゆる分裂自動詞性を有するといえる (詳

細はHo● 2008を 参照されたい)。 (1)に示すように, これら2つの格の区別は,

1人称単数と複数  2人称単数にしかみられ九  2人称複数と3人称において

は,両者の区別はない。

数については,形式上, 3人称代名詞には単数と複数の区別がないが,述語

となる動詞に3人称の複数を表わす接尾辞を付加することによって3人称代名

詞の複数性が表わされる。この時, 3人称代名詞がその節において如何なる統

語的役割を担おうと,すなわち,それが主語, 目的語 (他動詞節の場合)のい

ずれであっても,その接尾辞によって 3人称の複数性が示されるヽ

さて,本稿で以下に詳しく扱う自立形とクリティック形の区別は,(1)に示

すように, 1人称単数の動作者格と3人称に限られており,他の人称・数・格
では,自立形とクリティック形の区別はなく,現われるのは自立形のみである

(よ り正確にいえ成 それらの人称代名詞において自立形とクリティック形を区

別する形式的な根拠はない)。 また,形式的にみて, 1人称単数と3人称,更
に, 2人称単数の自立形には,長い形式 (すなわち,物 (1人称単数),物α

(3人称),滋 (2人称))と短い形式 (す なわち,ル (1人称単数),磁 (3人
称),滋 (2人称))の二種類がある。この違いは,統語的なそれというよりも,

単純に発話の速度によるものと考えられ 実際,前者の長い形式は,その人称

代名詞を強調したい時などのゆつくりとした発話 〈ゆえにストレスがおかれる),

対して,後者は,はやい発話 (ゆ えにストレスはおかれない)に現われる傾向

がある。ただ,=レz(焦点標識 ;FOC)や =sα″bJプ ,=嵌疇 ■00'な どのク

リティックのホストになり得るのは,前者の長い形式であり,基本的に短い形

式は,一部のクリティック (後置詞)を除いてホストになることはない。更に,

短い形式は動詞の直前に現われることが多い。このようなふるまいから,こ れ

らの短い形式は,統語的にクリティック形に近いといえるものの,本稿では,

これら短い形式は,自立形の弱形と見倣し,以下では,表記の上では長い形式

と短い形式を区別をするが,ぃずれも自立形として扱うことにする4。

3実
際には, ここに述べた接尾辞によって複数性を標示する方法だけでなく,複数形に相当する

物 という人称代名詞もある。また,複数性の標示は必ずしも義務的ではなボために, こ
の接尾辞が現われないこともある。

4音
韻面について 3人称代名詞を例にとって付言しておくと,長い形式物 は

『
И:],短 い形式セ

は
『 珂 として実現する。ハイダ語における声調は,音声的に高 [],中 luD711arkcJ,短 []の
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1人称単数動4/FI格代名詞のんと3人称代名詞のわをクリティックと見倣す

のは, まず 3ノ嚇 代名詞のそれは,動詞に直接付 くだけでなく,名詞にも付き

得るからである。上述のように,所有構造において,被所有者が譲渡不可能物

を表わす名詞で,その所有者が人称代名詞である場合には,目 的格のそれが現

われるが (例 :滋′sttη Ъtt hand(S)'),そ の際 3人称が所有者の場合は,ク リ

ティック形が現われる (例 :上=sttη `hls/her hand(S)')5。 このように, 1つ

の語類ではなく,少なくとも二種類の語類に付加される点から, 3人称代名詞

のちはクリティックであると見倣 し得る。

一方の 1人称単数動作者格代名詞は,専ら動詞にしか付かないゆえに接頭辞

と見倣し得るが,音韻的な根拠からやはリクリティックと捉えるのが妥当であ

ると考える。詳細はここでは述べないが,ハ イダ語では,語の第 1音節のライ

ムがハ″/である場合 (例 :4」uu/`Sing'の 下線部), そのライムは,音声的に

低声調を担う長母音 (す なわちド:])と して実現するという音韻規則がある

(例 :4Juu/[ra:d5`]`Sing'の 下線部)。 この規則は,基本的に語の単位を範

囲として適用されるので,も し1人称単数動作者格代名詞のわ (音声的には側

面音[]を 音節主音とするぼ ]と して実現する)が接頭辞であったならば,/17/タ

イプのライムは,語頭から数えて第 2音節に位置することになり,短母音とし

て実現する,つ まり,例えば, 1人称単数動作者格代名詞わが付いた場合,

/k'Juu/`sing'は ,[1lk'aC`]の ように短母音で実現するはずである。しかし,

実際には, 1人称単数動作者格代名詞のんが付いてもハ″/タ イプのライムは,

Ⅳ:]と して実現する (つ まり,巻」uu/`Shピ は,lll堕 :d3`]と実現する)こ

とから,依然4コuu/は 1語であり, 1人称代名詞のわもまた別の1語,すな

わちクリティックと見倣し得る。このような音韻的な事実を考えれば, 1人称

単数動作者格代名詞のわは接頭辞ではなく,ク リティックと見倣すのが妥当で

ある。

1人称単数動作者格代名詞のんと3人称代名詞のちは,述語となる動詞の直

前に現われるが,主語や目的語となる名詞句が同じ節の中にある場合,いわゆ

る人称接辞とは異なり,原則的にそれらと同時に現われることはない。言い換

=種類があり,いずれの声調が現われるかは,音節構造から予測することができる。高声調が現

われるのは,音韻レベルで /W/の ライムに限られ /V/力 =高声認を担うことは原則としてない。

このことからも短い形式々は,`“の弱形と考えるのが妥当であると考えられる。
5ハ

イグ語の3人称代名詞は,性の区別がなく,ま た無生物を指示することもある。以下の例の英

語訳において 'hOshe lピ `hお/he“ts'な どのいずれかが当てられているのは, その文が発せられ

た文脈によるものである。
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えれ咸 同一指示的な機能は,こ れらのクリティック形にはない (但 し,後述

するように,3人称代名詞の場合は,同一指示的な用法がある)。 また,自立形

の人称代名詞はクリティック形と同じ節に現われないので、 自立形の人称代名

詞は,いわゆる強調のために用いられるというわけでもない。

これらの人称代名詞の自立形とクリティック形は,次の例が示すように,互
いに交換可能である6。

(2)a.物  わ=`″り凛

3     1sc AC=See― PAST

`Isaw hwher

b ttα  力   9″9甕
3     1scムc  see‐PAST

`Isaw hmer

(2の では, 1人称単数動作者格代名詞のクリティック形わが現われているのに

対し,(2b)では,その自立形力が現われており,いずれも述語

"η
"「

見た」

の主語の役割を担っている。上に述べたように, これら自立形とクリティック

形は同じ節に同時に現われないことがこれらの例からも分かる。また,主語と

目的語がともに人称代名詞の場合の中立的な語順は,目的語 (0)―主語 い)で

ある7。

。以下のハイダ語の例においては, 1行 日に音素ンペルの表記,2行日に各々の形態素の訳 (グ ロ

ス)を付す。ハイダ語は,基底レベルから音素レベルを導き出す形態音韻規則が比較的単純なの

で,音素ンペルの表記に形態素境界を入れて各々の形態素を示すことにする (形態音韻規則に

よって形態素間の境界が定め得ない場合は,グロスにおいてそれらの形態素の意味を []に入
れて示す)。 また,注記がない限り,こ こにあげるハイダ語の例は,筆者がハイダ語話者から得
たものである。遂語訳で使われている略号は,次の通りである:AC:agcndL A― :attnbutlvc,

CAUS:Causatlve,cL:ClaSifler.DUR:duratlve,EMPH:emphatlc,Enl:eVldendal,FOC:fOcus,HAlll f:

habltutt INCEP:hCeptlve,mF:lndei」 te,wO:Informauontt lTER:lteratve,NEC:negauve,NOll:

n。_anzer2 N対 :VCIbaLzer.oBI:obJecuL PL:S,岬 :ql10tatlve,sc sn311ar。 また ハ イ ア ン

は接辞の境界,+は語根同士の複合を表わす。尚,グロスにおいてR001・ CO―CTな どスモール

キ
=ビ

タルで示されているのは,手段接頭辞や類別接頭辞を必要とする「拘束語根Jである。
7「

中立的」というのは,節における主語や目的語などを節の前方に移動させる焦点標識=力など

わ の現われない場合をいう。但し,こ の例の場合は, 1人称単数動作書格代名詞が他

動詞節の主語であることが形式から分かるので,焦点標議がなくても,主語の 1人称単数動作者

格代名詞が目的語の3人称代名詞の前に場われることも可能である (そ の発 3人称代名詞は

クリティック形力現 われる。ろ状参照)。 また,主語と目的語がともに名詞句である場合の中立

的な語順は,A(主語)-0(目 的語)である力ヽ それぞれAと 0と なる名詞句の表わす有生性

によって鉱 の語順も可能である。
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しかし, これらの自立形とクリティック形が常に交換可能というわけではな

く,一定の統話的制約や談話における役割により, どちらか一方しか現われな

い場合もある。以下,本稿では, 1人称単数動作者格代名詞 (以下では,単に

「1人称代名詞」と称する)と 3人称代名詞の自立形とクリティック形のいずれ

が現われるかは,主に続語的な要因と談話的な要因が大きく関わつているとい

う解釈を示す。

2.人称代名詞の自立形とクリティック形が現われる焼語的環境

人称代名詞が2項動詞
8の主語に現われる場合,統語的な制約によって自立形

もしくはクリティック形のいずれか一方しか現われないことがある。本節では,

そのような統語的環境について詳しく述べる。

ハイダ語では, 2項動詞の目的語は,文脈から特定できる場合,現われる必

要がなく,主語だけが現われることがある。そのような場合において,主語が

1人称あるいは3人称の代名詞である時,現われるのは自立形の方であり,ク

リティック形は現われない (Enrico 2003 403)。 次に示す (3)は 1人称代名詞

が主語として現われている例である (こ こでは,本来目的語が現われる位置を

0で示す)。

(3) a 力″″ λα″ 0 カ″
は
メθ=″θ σα‐saわフθz

then here(10 1SCAC byhand‐ cL‐ROOT― PAST

'■hen l started it(=0)F

b″ ″ 0 勁α
哺
ん=`″あ ′物 ,θ筵

NEC(10 1SC AC hear NEC PAST

`I dld not hear it(=0)F

げ ′θ″ あ′   λ″  翅 わ=ク″あ′‐αη夕 た

NEC   2sc oBJ  VOiCe lsG AC hea■ NEC―熟ST

`I did not hear your voiccF

(3a)と (3b)では,目 的語が現われていないために,主語となる1人称代名詞は

自立形物αしか現われないが,目的語が現われている (3b')では,ク リティック

`こ こでいう2項動詞には,使役接辞 (cAts)や手段接頭辞で拡張された動詞も含む。
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形わも現われ得る。

クリティック形は,述語の直前に現われるため,そ のクリティックと述語の

間に他の要素が現われることはなく,例えに AOVの調頂にする場合は,Aに
は1人称代名詞の自立形しか現われなぃ。例えに

(O a.力″″ 物α  ″  `夕働レクス

then lsc AC INDF Steal nsT

Then l stOle someF

bZ″
`=“

″ 力   ″″ ″″¬″た
3=for   lsG.AC NDF buy_PAST

`I bought me fOr ttn′

(4a)では目的語の″ `some',(4b)では同じく濯η bne'(いずれも不定の人称代

名詞)力S主語となる1人称代名詞の後に現われているが,こ のような語順は,

いずれも不定の人称代名詞の場合に限られるようで,上に述べたように,人称

代名詞が主語となる場合は,目 的語がその前にくることが多く,も し目的語の

前に主語となる人称代名詞を置く場合には,焦点標識などの談話機能標識が付

加されるのが普通である。

3人称代名詞も同様に, 目的語が明示されない場合,主語として現われるの

は自立形のみである。

(5)a 
“

″酬αη=″″ =夕″ 0    牝ノ̀ b=傷‐滋″グー麟 ■′

he wa∝r=along=Юc(grave■)3  "dlgging‐ cL‐LINE UP‐ along

`Hep■ed up gravels(=0)along the edge of the water

b: 総 θク 滋 α″=α, 0   物
は

2θ=`● σ't―″ π

agaln pocket=into(6sh)3   ,cratIImin3m― ROαIPAST

'He shoved 6sh(=0)hわ ns Pocket agahF

但し, 3人称代名詞が 2項動詞の主語である場合は,そもそもクリティック形

が現われることが少なく (4節参照),た とえ目的語が現われたとしても,主語

には3人称代名詞の自立形が現われることが多い。

また, 1人称代名詞と同様,主語となる3人称代名詞と述語の間に他の要素

がある場合は,自立形の」人称機名詞しか現われない。例え氏
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(6)a″″=s滋
“

′́ sa″ 0=″ 物 '″

`=″
″ ′″α λ滋

and then  night ●vo  O=at   3  3=onto     thing put

■nd then they put stuf onto it for● vo days there(=0)F

b  aり     '滋  '″η  ″απ―σα″ ′

lsc oB」  3   to it   get―gO On foot‐ tell

`He told me to getitF

(6a)で は後置詞句 物α=″α′̀onto it',(6b)で は同 じ く物η `to it'(く 物ク=′ J

[it=to])が それぞれの主語 となる人称代名詞 と述語の間に現われている。

ハイダ語における 2項動詞には,その目的語に標識が付かないものと標識 (後

置詞)を要するものがある。前者において目的語が明示されていない場合の例

は,先に〈3)にみた通りであるが,後者において目的語となる名詞句が現われ

ない場合は,次の例に示すように,標識となる後置詞だけが現われて,名詞句

そのものは現われない。その際,主語が人称代名詞の場合は,上と同様,現わ

れるのは自立形であり,ク リティック形は現われない。(7)は 1人称代名詞,(8)

は3人称代名詞が主語として現われている例である (上例と同じく, 目的語を

0で示す。また, 目的語の標識となる後置詞を太字で示す
9)。

(7) a ②=2磁  ■ノ拿Jθ=″ααZαカー′θπ.

(it)=～¢th lsc N seⅡ  PAST

`I sold it(‐ 0)F

b O=ノ  んだわ="S′をずれ

(it)=t0  1SC AC liSten‐ D、sT

`I listened to it(=0)′

b' sοαわ′α¢夕=ク
j 冒 わ =′′″S′物‐

′θ″

the song=to    lsc AC liSten― PAsT

`I listened to the songF

(8)a O=′J '″十わ=′の力,θ4

(it)=10 3   1ook for MsT

`He 10oked for it(=0)r

9グロスでは,後置詞の本来的な意味を示す。
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b. A=cii . 'W''le=da0la-9efl.
(it)=into 3 tear-msr

`He tore it(=0)F

(2)と 同様,主語 となる1人称代名詞は,目的語がある場合は,自 立形とクリ

ティック形の両方が可能である ((3b')も 参照
Ю

)。

一方,主語が 3人称代名詞の場合は,た とえ目的語があつたとしても,自立

形の方が現われる傾向にあるが, 2項動詞のうち,主語に目的格の人称代名詞

を要求する動詞
11の

場合は, 目的語が現われていなくても,主語には自立形よ

リクリティック形が現われることが多く,逆に自立形は現われにくいようであ

る・ 。例えば,

(9)a O‐ 3J■餡  7Zα″b=″″/S‐薇

0=after     3=regret‐ oNPAST IMIO

Te WaS SOrry=LⅢ  loSti(0=ttt dog sahon)′ (Swanton 1905:7)B

b O=グ '″″ち=S滋滋 S″=″%π=レ″¨

A=b 3=need [rvo] =and=roc
'He wanted it (O=to eat the salmon) and ...'

Ю
但し,En“∞ (2003403)は ,こ のように目的語が現われている場合, 1人称代名詞はクリティッ

ク形に限られるとしている。しかし, 1人称代名詞の自立形が現われる例力嗅 際に確認されてい

ることから,EnncO 12003)の 述べることと食い違いがみられる。この違いの要因は, ことによ

ると,話者の年代差によるものかもしれない (Endcoの 話者は,いずれも19007辺 りに生まれた

語者で,現在の話者のひとつ上の世代である)。

・ このような動詞を目的格動詞といい,二九 主語に動作者格を要求する動詞を動作者格動詞とい

う。両者の意味的な違いは,主に [agenり]と [ContЮJと いう2つの意味特徴で記述することが

でき,典型的な目的格動詞はその両方の意味特徴を欠 くのに対し,動作者格動詞 (例え氏 ″
“

メ

`dance′

"″
war S“・saプ ″

“
″`LH,catch'な ど)はその両方の意味特徴を有する (詳 しくは

Hon 2008を 参照)。

Y目的格動詞には,例えば,NPl=グ NP2‐わ `nea war NPl=“ NP2たり

“

″ lo■ず NPl‐

“"
NP2'躙

"慟
Юマ NPl NP2″ 物 ucな ど (NPlは 目的記 NP2は 主語を表わす),感情や認識

なとを表わす動詞が多く,概 して他動性が低い。これらの動詞においては,動作者格と目的格の

区別のある1人称単数・ 複数と2人称単数の代名詞 (上場の (1)を 参照)が主語 (‐Mり とな

る場合は,目 的格が用いられる。例え氏

3́7 
“

‐物 ‐観  `″     ″湿 ‐物

“NBG  3‐ nalne´for    lsG OBI  bЮttMcJONPST
・Ido not how h13/her namer

l'Swanton(1905)か
ら引用する際は,表記を本稿のものに統一し,分析に修正を施した。また,形

態素分析をする際に摘官EnHco(2005)を 参照した。

(Swanton 1905:81)
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2項動詞において 1人称と3人称代名詞が主語として現われる時の自立形と

クリティック形の分布についてこれまで述べてきたことをまとめると,次の表

のようになる。

(10)1人称代名詞と3人称代名詞の自立形とクリテイッタ形の分布

目的語

あ り な し

主
語

1人称 力α/ん メαα

3人称
動作者格動詞 'レα '″´

目的格動詞 % ,ゎ

この表から分かるように, 1人称代名詞は, 2項動詞の目的語がない場合は,

自立形しか現われず,逆に, 目的語がある場合は, 自立形とクリティック形の

両方が現われ得る:一方, 3人称代名詞における自立形とクリティック形の現

われは,一見したところ,動詞の種類,すなわち,動作者格動詞か目的格動詞

かによって決まっているかのようである。言い換えれば,自立形は動作者格,

対して,ク リティック形は目的格に相当するようにみえるが,次の例が示すよ

うに, 1項動詞の場合は,動作者格動詞であつてもクリティック形が現われ

((1la)),逆 に目的格動詞であつても自立形が現われる ((1lb))こ とから,自

立形とクリテイック形の違いは必ずしも動作者格と目的格の違いではないとい

える。

(11) a. ?ila='uu huulan 'h=sda'skiigaa-

but stitl 3=by'kicking'shake

'But she was still kicking her feet.'

b. 'laa gaw-s=gyaan...

3 be.gone-NoxPAsr=Y/hen

'When she was gone .'.'

(Ha)の動詞は, 1人称代名詞が主語の時に動作者格が現われることから動作者

格動詞,一方,(1lb)の 動詞は,同 じく目的格が現われるゆえに目的格動詞で

ある。

更に, 3人称代名詞の自立形が現われる環境について述べると, 3人称代名
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詞が主語あるいは目的語となる名詞句と同じ節に現われて同一指示的に用いら

れる場合もあり,その時は,自立形が用いられる傾向にある。例え峙

(12)a ttα ‐

“
 σ″7:り%i 

“
″歯 s ■

“
: ′の夕 ″フη

her  cOat   new   3  by■ oathg‐cL BE ON THB WAnR

■ler new∞ at was floattg′

b″´α′Zi」厖″滋″=機 物:わ=腕
“
‐滋

`,430‐ foot‐N>v JOker=QuOT=FOC 3  1sc AC=bё _named― cAUS‐ PAST

■named a 30 foot(boao写 okeF'

(12a)の 3人称代名詞は,主語の″tu`●er ne→ co″ を,ま た,(12b)の そ

れは,目的語の
"チ

σ,に 30‐ fOot(boat)'を指示しており,いずれも現われて

いるのは自立形の方である。このような3人称代名詞の同一指示的用法は,主
語や目的語となる名詞と述語の間に他の要素が入った時にみられることがある:

勿論じ これらの例において3人称代名詞が現われなくても文として成立する。
これまでの例から明らかなように, ここで問題とする1人称単数動作者格代

名詞は, 2項動詞もしくは1項動詞をそれぞれ述語とする節の主語に限られて

いるのに対し, 3人称代名詞は,それらに加えて, 2項動詞の目的語としても

現われるなど,両者の現われる統語的環境が異なる。従って,以下では, 1人
称代名詞と3人称代名詞とを分けて,それぞれの自立形とクリティック形の現

われとその機能の違いについて考察することにする。

3. 1人称代名詞の自立形とクリティック形の現われ

本節では, 1人称代名詞の自立形とクリティック形が単文と複文の各々 にお
いて,それぞれどのよちな談話上の機能を担っているのかについて述べる。
3.1 単文における1人称代名詞の現われ

テキスト (談話資料)をみる限り, 1人称代名詞は,2項動詞の述語であれ,

1項動詞の述語であれ その主語として現われる場合,自立形よりもクリティッ

ク形の方が用いられる傾向にある (但 し, 2節で述べた, 2項動詞の主語とし

て自立形が選ばれるような環境は除く)。 その傾向は,特に話者が自身のことに

ついて語る独話で著しく,それは,その独話における参与者である話者 (=1
人称)の視点から談話が展開するからである。例えば,次にあげるのは,ある
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話者が自身の子供の頃に初めて捕まえたキングサーモンについて語った思い出

話の最初の部分である (以下では,ひ とまとまりの談話を引用する際は,各文

を []付 きの数字で示す)。

(13) lll dii cala-gen=dbw 'hnagaay=q'adgu tlaw qwaan

lso.ou child-pesr=when village=in.front.of boat many

q'adq t'aalaa+garl4!.

away,from.inland be.anchored+float

lVhen I was a child, many boats were anchored way out in ftont of the

village.'

gaay=d,law tbw k'djuu=gw='su 12= giina4 -guaa0.

that=when boat small=on=Foc 1sc.Ac=row-about

At that time I rowed around on a small boat.'

qw44!=?(!d, sdlaagwl='uu

rope=with sPoon=Foc

?iid eugea tbwau!=sd,a {a=?isda.

our father the.boat=from 1sc.ec=take

'I took a line and a.spoon from my dad's boat.'

gaay= ?art='aa :la=eaad-xa-gi

that=with=Foc lsc.ac=bypulling-cl-roor

'I trolled with these.'

tlaw gayla4-s=eaduu='uu le=caad,-xa-gi

boat float-NoNpAsT=around=Foc 1sc.ec=by.pulling-cr--rcm

'I trolled around the floating boats.'

(13[1])は その独話の冒頭の文であり,その後に自身の行為について述べている

文が続いている。それらの動詞をみてみると,(13[2])の′″η″ `rOW',(13[叫
,

15])の
“
励物グ `trOn'が 1項動詞であり,(13[3])の お滋〆take'が 2項動詞とい

うように, 1人称代名詞は,動詞の結合価に拘わらず,ク リティック形が用い

られる傾向にあるといえる14。 これは,上に述べたように, 2項動詞の主語が

“大まかな数字ではあるが,テ キス ト中の単文に現われた 1人称代名詞の自立形とクリティック形

の頻度をみてみると,ク リティック形の出現率は,他動詞 (2項動詞)文1“例のうち80%強
,

また,自動詞 (1項動詞)文55例 のうち約90%で あることから,ク リティック形が用いられるこ

[41
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1人称代名詞の場合は,語順は目的語―主語一述語のようになり, 2項動詞を

述語とする文においてより重要な情報を担う目的語が前に現われることと関係

していると考えられる
15。 _方, 1項動詞を述語とする文では,副詞や後置詞

句が文頭に現われ,主語となる人称代名詞は述語に近い位置に現われる傾向に

ある。例え氏

(14) a. eu0ea!=?ad='uu la={ea4guka-gan,

own,father=with=roc 1sc.ec=work-pesr

'I worked with my dad.'

b. q'inmd scu-sgu='uu gaay=ca {a=lce0gaka-gerl
sPdng CL-WHoLE=FOC that=at 1sc.Ac=work-pAsT

'I worked for all spring there.'

(14ap lま 「誰と働いたか」,(14b)は 「どれくらいの期間働いたのか」という疑

間文を受けての答えの文であり,前者では,そ の答え,すなわち新情報となる

“

脅 ワ=λ′¬彊 l my dad',0渚 で は,同 じ く7●滋 s錮″ `au SP血ぼ 力珠 点

標識=2″ を伴って文頭に現われている。

(13)では,先行する文脈においても主語が 1人称代名詞であったが, 1人称

代名詞のクリティック形が現われるのは,そのような場合に限られるわけでは

なく,先行する文において1人称代名詞 (も しくは, 1人称に言及する名詞句)

が主語以外の文要素として現われる場合もある。例えば,次の例では, 1人称

代名詞のクリティック形が現われる (15[2])直前の文 (15[1])に おいて, 1人称

単数目的格代名詞a″ `me'が 目的語として現われている (先行する文脈の 1人

称代名詞に波線を付す)。

(15)[Jみ″″ 翻 =9`屁′ 塑   '″ 駄 ″″ ″

thell  a.while     lsG.oBJ 3   get mad‐ PAST

鴇睦 ra wL she gOt mad at mer

とが圧倒的に多いといえる。
嶋

但し,主語と目的語の両方が名詞の場合には代名詞の場合 と話願が違うのF,また別の理由を考

える必要がある。

ノ
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[2]′滋″ 'あ″ 力 =′レ タ z

then  3   1sc.AC=Chase.away‐PAST

Ъ cn l chased her awげ

あるいは,次の例のように,先行する文において1人称に言及する名詞句滋j

″′θ′αη`my hcarrが 現われる場合にも,後続の文の主語に1人称代名詞のク

リティック形が現われる くこの場合の1人称目的格代名詞″ は,譲渡不可能所

有の所有者を表わす。上述参照)。

O① ‖ 塑  鰹 物 鰹 寧 ″″
“

み

lSG Ott   heart     mad‐ very

`I was real,mad agttn′ (肱 `My heart was crookedr)

[2]′
`″
 ″

`″
 物″=グ  わ=″θωみ卿

NEC  rCJly  3‐ to   lsc AC=help‐NEC

`(SO)I did not heIP them′

更に,文脈から主語が明らかに特定できる場合は,主語が明示されないこと

もある。例え氏 次の (17[11)か ら (17131)は,独話の中に現われた一連の文で

あるが,(17[3])においては,文脈から行為者が 1人称であることが明自である

ので, 1人称代名詞が現われていないものと考えられる (1人称代名詞が現わ

れるべき位置を0で示す)。

(17)[1]″形σγια″ 物 ″しσ″物 =潔θ″ カマαのみ″十

`α

のあ Z

ice cream 3 make[NOM]=When lsc AC=■ Ounce ofttleavc[PA釘 ]

`ヽVhen they made ice cream,I went outF

[2] 力″″  Jθ =夕ά ‐

“
η‐″ αク′

then  lsc Ac.=Walk‐ around‐ about

`I walked aroundr

[3]“ω′′=レ″     O      S′″Frr7

a■era wme=FOC(lSC AC) retllm_arrve

鶴 er a while I(=0)retumed′
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この場合, 1人称代名詞を明示するのであれ氏 使われるのはクリティック形

の方である。

このように1人称代名詞のクリティック形が用いられ,更に,それか現われ

なくなるのは,その談話で語られる一連の出来事が 1り 称ヽを中心に展開してい

る場合である。すなわち, このような談話においては, 1人称がその出来事の

中心的な主体として話し手 (=1人称)の中に意識され かつ,聞き手も同じ

ように話し手を談話の中心として意識しているものとみられる。換言すれば,

話し手と聞き手の意識の中において 1人称の主体が活性化された (advated)

然態
|こ
あり,文脈から十分それと推測できる場合と考えら4る (陪性化ac山

“

On」

の概念については,Dryer 1996,Nikolaeva 2001と そこにあげられている参考文

献を参照)。

こうしてみると, 1人称代名詞の自立形が現われるのは,談話における主体

が 1人称以外に移 り,そ れが再び1人称に戻ってきた時であると考えられる。
つまり,話し手と聞き手の意識の中において, 1人称以外の他の主体が活性化

された中において,あえて主体が 1人称にかわったことを示すために自立形が

用いられると考えられる。例えば,

(18)んυαα=“ク″=ワ″ ′詭″=フ″ グ″α ″′ク ″
`=α

′

because olthat   thls=POC  INDF  Speak― NONPAST=htO

力   λ ″ フθム

lSG AC Put PAST

Ъecause of that l put血 (stOryl intO dle tape re∞ rder(=a血電 ■曖t lnlぃ )′

この文は, 6分弱の談話の終わりがけ (お よそ5分頃)に出てきたもので,そ
れまでの文脈において主体として現われるのは専ら3人称のみであり, 1人称

は全 く現われていない。すなわち, 3人称を中心に展開していた談話の中で 3

人称が話し手と聞き手において活性化されている中で,そ の文脈から独立した

1人称を導入するために1人称代名詞の自立形が用いられたと考えられる (勿

記 この場合は,ク リティック形を用いても文法的には適格な文と判断される)。

次の例も同様に,談話のその前において, 自身がこれから語る話の内容の前

置きが続いた後に発せられた文であるが,やはりそれまでの内容が3人称を中

心に展開していたことから,新たに1人称の主体を導入するために自立形が現

われていると考えられる。
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(19)″ηd滋の=″  物 υηααZ 力   膨ゥ わ―扇の″
howthatis=into mw     lsG AC te■ NcEI・ IPRl

`I am going to talk about that noⅥ ず

このように, 1人称の主体を際立たせるためには, 1人称代名詞の自立形が現

わ れ る の に 加 え て ,更 に ,=夕 ″(FOC),=″π(WPH,`ever),=ゎ s″ `too'な どの

談話機能標識が 1人称代名詞の自立形に付加されることがある。

3 2 複文における1人称代名詞の現われ

一方,複文における1人称代名詞の現われについてみてみると,主節 。従属

節を問わず,頻繁に現われるのは,やはリクリティック形である
16。

次にあげ

るのは,そ れぞれ主節の述語が 1項動詞, 2項動詞の場合に1人称代名詞のク

リティック形が主節に現われている例である。

(20)主節-1項動詞 蹄 α滋 `sein')

蒻′=グ   ″滋 ′άλメ′勿″=グ  s′″‐″π=αわω

lsc oBJ=to ycar  ten    that=to   ●vO― msT‐whcn

物 Oιク=′α′    J′ =2のγα滋 -2薇

own father=with  lsG AC=Seine‐ on vehicle

`Whcn l was●vc市c ycars Old,I wcnt scining with my fathcr

(21)主節 =2項動詞 (NP=ノ ′わω′`help NP')

υ″    ′′′
“
  ノααια  ′′b=`t′

`ι

ィタ=a`θω

lsc oBJ   child   l′ife    3nDF PL=Cut NOM=ヽVhen

7α =́クリ  J′ =″θσθυ‐2π‐
"‐

′θπ

3‐ to    lsc AC=hClp― on vchiclc‐ PL‐ 勲ヽST

`V√hen my sors、 vife had an operation,I、 vent out to help themF

(20)の 従属節の主語は″滋 `ycar'で あるが,実際には 1人称のことについて述

べており (す なわち,直訳すれば「私に対して年が12である」),文脈における

主体の一貫性が保たれていることから,後続の主節においても, 1人称代名詞

お
以下にあげる複文の中には,等位関係を示す重文も含まれるが, ここでは,従属節標識 (後置

詞 ;例え氏 ‐凛期 7ヽhcnl‐

""Ⅲ
辰L and'‐

“

磁 ●
"er a whne'な

ど)が付く節を一律に従

属節と称する。
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のクリテイック形が現われていると考えられる。一方,(21)を みてみると,従

属節の主語は3人称複数不定代名詞″しであるのに対し,主節の主語は1人称

であるというように,それぞれの節で異なる主語が現われているが,従属節に

現われている3人称複数不定代名詞は,具体的な指示対象をもたず,そ の談話

の中心となる主体を替えるものではないの■ 依然として 1人称を中心とする

談話であると考えられる。

上の例が示すように,1人称代名詞ρクリティック形が主節に現われるのは,

話し手と聞き手の間で 1人称が主体としそ活性化されており,文脈的な一貫性

が保たれている場合であると解釈できよう。

一方,1人体岱名詞のクリティック形が従属節に現われる例は,次に示す (22)

と(23)である。(22)では,主節の主語 (=3人称)と 従属節の主語 〈=1人
称)力,異 なっているけれども,そ の前後の文脈から判断するに,基本的に1人

称が談話の中心に位置付けられており, 3人称代名詞が自立形で現われている

のは, 3人称代名詞が2項動詞の主語である場合には自立形が多く現われると

いう傾向によるものである (4.1参照)。            1

(22)従属節=1項動詞 (9α¢ノ `Lave')

力鶴αり=ai並  力=″のみ″夕 η=滅θ″

tlle door=out of lsc AC=leave‐INCEP[NOM]=When

″=グ   'あ リク電03,θ4
lsc oBJ=to  3   call― PAST

`When l wasjust aboutto leⅣ e from the doo■ she caled meF

また,次の例では,主節と従属節の主語が同じく1人称であり,いずれもクリ

ティック形が現われている。

(23)従属節=2項動詞 (NP″滋 `b」lout NP')

0=″お滋       
“

滋 &%ッ  ル =″″滋 +物 ″‐
卿 降=″

`α
″

(the bOat)=OutOf the water lsc.AC=b血 Out+dtappear‐ PAST When

お ″  わ=め″‐ク″′ た

agam  lSG AC=by.boat‐go‐ PAST

`When l battd the water out of(the bOat=0),I tOOk of by boat電 血 r
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一方, 1人称代名詞の自立形が2項動詞を述語 とする主節に現われる例は次

の通 りである。

(24)主節=2項動詞 (NP“α′ジー滋α′̀drag NP(=octOpus,shoes,etc)')

力″″  B″  わ=ω′ク″‐s=″αα″

then  Bil1   lsG■3=On back‐ cARRY‐NONPAST=NVhen

To“ =2ぉ″ 〃αη=グ [¨ ]V ttαα=″
`α
π

Tom=too   arm=to       and

πa″α¢ノ=′
'Sa′

   力      
“

α己事―′α
`ι

■e octopus=too   lsG AC  bypulung‐ cL―MOVE HORIZONrAllY

Vヽble αmりhg BШ on my back and Tom in my a..."I dragged the octopus′

この文の従属節と主節の主語は, ともに1人称であり, しかも主体となるのは

1人称であるゆえに,主節の主語を自立形で示す必要はないと考えられるが,

おそらくこの 1つの文に現われる参与者が 1人称に加えて,B′
`み

勤れ πι″αη

`the octopus'と あるので,あえて 1人称が活性化されていないと話者が判断し

て1人称の自立形を用いたのであろう。

また,主節が 1項動詞の場合に1人称の自立形が主語として現われている例

として (25)を あげるが,こ れは,文脈を設定せずに,質問 (翻訳)方式によつ

て得たため, この 1人称代名詞の自立形が談話機能上どのような働きを有する

かは分からない。ただ, 1人称の自立形がこのような環境にも現われ得ること

はこの文から分かる。

(25)主節=1項動詞 (ッ″F`dance')

滋α  路‐′●/z`″η=′肋  滋

2scAC be― arr市 e―NOM=■Vhen  lSc AG

`I was danchg when you arr市 edF

,!aal-di-gan.

dance-oun-pesr

従属節に1人称代名詞の自立形が現われるのは極端に少なく, とりわけ1項

動詞を述語とする従属節に自立形が現われる例は,テ キストのデータからもま

17言い誤 りがあるために聞き取 り不可能であるが,構造上,動詞が現われることが予想される。但

し,そ の直後で文の切れ目があるとも解釈し得るので,こ の文は,こ こにあげる例としては適当

ではないのかもしれない。尚,英訳は文脈による。
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た質門 (翻訳)式によるデータからも得られていなぃ。次にあげるのは, 2項
動詞を述語とする従属節に, 1人称代名詞の自立形が現われている例である。

(26)従属 節 =2項 動 詞 (NP=″ ″ ″鮨″ 袖血 k abOut NP')

λ″ 力ηα〃  %α _“=aリ  カ    ″ ″ 滋 メs=″
`ク

z=夕″

now        3-ArlR int0 1sc AC  bythittng‐ R00T―NONPAST=when=POc

′お″=″ 0=“  滋 `Z″ 滋 =_料、
hOW=FOC (3)=m 3 byhand‐ RC10T―maybe
Now did日■g abOut hs(flsh),I wonder hOv7 he did w■ th it(■ sh=0)′

この文が発せられたのは,その前の文脈において,(人称代名詞で現われてぃる)

3人称を中心に話題が展Fflし ており, 1人称は,そ の文脈から独立している,

つまり,活性化していなかったためにその自立形が現われたものと解釈される。
以上, 1人称代名詞の自立形とクリティック形の現われについて述べてきた

ことをまとめると,ク リティック形は,総じて,談話において主体 となる1人

称がその文脈からみて活性化されている時に現われ,逆に自立形は,活性化さ

れていない時に現われるとみられる。言い換えれ峙 クリティック形は,談話

が 1人称を中心に展開され,そ の文脈が一貫 している中で現われるのに対し,

自立形は,そ の直前の文脈で言及されていないか,あるいは,主体として十分

意識されていない中において新 しく (あ るいは再度)導入された場合に用いら

れると考えられる。文脈への依存度 という点からみれ 1亀 クリティック形は,

自立形に比べて依存度が高いといえよう。

4.3人称代名詞の自立形とクリティック形の現われ

前節では,活性化あるいは文脈への依存度という点から1人称代名詞の自立

形とクリティック形の現われについて考察した汎 本節では, 3人称代名詞の

それらの使い分けについても同様に分析し得ることを示す。但し, 3人称代名

詞は, 2項動詞とともに現われる場合,その主語だけでなく,目的語としても

現われることがあるので,本節では, 3人称代名詞が2項動詞の主語と目的語
に現われる場合, 1項動詞の主語に現われる場合を, 1人称代名詞と同極 そ

れぞれ単文 (4.1)と複文 (42)に 分けて考察する。
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4.1 単文における3人称代名詞の現われ

2項動詞を述語 とする単文に 3人称代名詞が主語 (⇒ として現われる場合 ,

基本的に用いられるのは,自立形であ り,その際の調頓はOAVである。例えl∴

次にあげる (27a)は 目的語が人称代名詞″ `me'の場合,(27b)は σれι`nsrの

場合,ま た,(27c)は 目的語の標識に後置詞 =%′ を伴 う場合である。

(27)a 務′ '滋  S″θS″ ,あ%

me 3  byinger cONrAcT[MST]

`She poked mer

b λαハχO″  σ″ηα 'Zα  ″α‐グ′

still      flsh  3   eat― DUR

`She～vas still eating ish`

C ″αηα″ ″′″=λ′ 'Jα ″蒻婢びフθ″

really   us=wlth 3  care about‐ PL‐ PAST

`They re」 ,cared about usF

2項動詞の主語として3人称代名詞の自立形が現われるのは,ほぼ続語的な

条件によるものと考えられるが,ク リティック形が全く現われないわけではな

い。次に示すのは, 3人称代名詞のクリティック形が現われる例である。

(28)a Jα″́ =″α″=物″  'J,=ん :“′θκ

」ane=QuoT=FOC  3=be callcd― PAsT

`She was called」aneF(=`Her narnc was JaneF)

b ″b=sa″¢ク″″=′′ 'ιθ=■ω αα′α‐90■フ
`

doctors=to      3=be afraid― HABIT‐ NONp、sT

`He is afraid of doctors′

c ″% 0=“″ 'わ=22s″―αη

NEC(10=for 3=knm―NBG

¶e dld not know aboutit(=0)′

d`θ翅=わs″ ″ι4クαη=“ 9α″″παηλsお   'わ =″

““ `磁
″ωク

NEC=tOO   the hOuse=intoilet      bc― NONPAST 3=use― want―NEC

`He did not want to use the toiletin the house toor
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(28a)か ら(28c)の 2項動詞は, 目的語の標議 (後置詞)を伴い (=滋″(28a),

=グ (28b),=“●(28c)),意味面で鮮,「呼ぶ」「恐れる」「知る」などその対象に

変化をもたらすような動作を表わさない点で他動性が極めて低いという共通の

特徴がある1ヽ
また,(28の に現われる動詞の `use'は,それらの動詞に比

べれば他動性が高いが,接尾辞―

"wmttO Vが
あるために動詞本来の表わ

す他動性よりも低 くなっている19。 このように3人称代名詞のクリティック形

が2項動詞の主語に現われるのは,そ の動詞の表わす他動性が低いものに限ら

れるといえよう。

続いて, 3人称代名詞が目的語 (0)と して現われる場合をみてみると,よ り

多く見られるのは,自立形の方であり,その場合の語順は,OAVである。例え

氏

99)a.′″″り′=ab′′″′  ″♭ ′′物  q″″
“
+0`a

own mothe卜轟 th 3 1PL AC See[Oun7ard]+nln

We ran to see Lin vほ th my moO■ul

b島 ″  Z″  わ=腕ι,b″ ′k
agaln  3   1sG AC=CAuSE:Sit SG

l told hin to si down aga■nF

それに対して, 3人称代名詞のクリティック形が現われるのは,その節の2

項動詞の主語 の が談話機能標識を伴って文頭に移動し,AOVの語順になる時

である。例え1亀

(3の a Xuyaa='uu' la= ?isdtayaa- ?algil -ga

raven=Foc 3=take.away[rvo]-guess-NoNpAsT

'It must have been a raven that took it awayi

'h=?awa= uu 'la=st'kla-ga! -gttt

3=mother=Foc 3=discourage-xesn-pAsr

'It was his mother who used to stop him (ftom saying anything).'

旧
尚,(28c)で 目的語力観 われていないにも拘わら■ クリティック形が用いられている理由につ

いては, 2節で述べた (特 に (90,(9b)を 参照)。

°
実風  これらの文の主語を 1人称単数代名詞にすると,現われるのは目的格の″ であり,動作

者格の人称代名詞を主語に要求する典型的な2項動詞に比べれば他動性が低いことが分かる。

b
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C ク

“

αグα餡=2“  `′ん′=Fas″  'わ =s“″a夕‐′θ燿

so           lPL AC=t00   3‐ tell‐ psT

`So we told hin txゞ

(30a)と (30b)で は,焦点標識=レ″が主語となる名詞句 ((30→ の″γαα'■Ner,

(30b)の 七=2″
“

蹴s mother)に ,ま た,(30c)では別の談話機能標識当缶″

`todが付き,本来なら目的語の後にくるべきそれらの名詞句が前に移動されて

いる。その結果, 目的語となる3人称代名詞は,ク リティック形で現われてい

ると考えられる。このような統語的な環境 (すなわち,AOVの語順)では, 3

人称代名詞の自立形が現われないという制約もあるが, これらの文が発せ られ

たのは,いずれも目的語となる3人称を中心に展開しており,それら談話機能

標識が付加された名詞句は,いずれもその談話に新たに導入されたものである

(し かし,その後の文脈においてこれらの名詞句に話題の中心が移るわけではな

く,依然としてその3人称を中心として談話が展開されている)。 但し,Aと な

る名詞句が前に移動する際に,談話機能標識を必ず伴うわけではない。例え氏

(37) lll'le=sdii{-tl'ala-gaoy=dlaw
3=retum-ardve-NoM=when

k'yaaluu ?awa4=gt '滋  ん'ハ′わ‐c●α‐,

cornorant own.mothel=to 3 bring-in[rvo]-Nourasr

nuhen he retumed, he brought in a cormorant to his mother.'

l2l'h=?awea'le=taa-goa-s.
his.mother 3=eat-EvD-NoNPAsT

'His mother ate it.' (SWantOn 1905:27)

ol[2])の b=λ″
“

蹴s motherは ,その直前の文 (31[1])の後置詞句Z″″=グ

`to hs own mther(但し,再帰所有形で現われている)の中ですでに言及され

ており,新たに導入された名詞句ではない。一方,[2]の 3人称代名詞わは,

[1]に現われたん″況″ tOmOranrを 指示しているが, この文脈の中では重要

な役割を果たしていないためにクリティック形で示されていると考えられる。

実際,こ の後に続く話の中でん,αα滋″̀ COrmoranぜ に言及されることがなく,そ

れだけ低い情報しか担っていないと判断し得る。

以上みてきたように, 2項動詞において3人称代名詞の自立形とクリティッ
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ク形のいずれが現われるかは,主に続語的な要因から説明ができるが, 1項動

詞の主語に現われる3人称代名詞の場合は,統語的な要因とぃうよりもやはり

談話における働きによって自立形かクリティック形かが選ばれると考えられる。

例え氏 次の (32[1])で は3人称代名詞の自立形,02[2])で はそのクリティッ

ク形が主語として現われている。

(32)[1]″翅 物 み焼滋‐
“
″″り認

Mc 3 move‐ NEC.[EVD]― PAST

`He dd not moveF

[2]夕η
“
%α2 λ ″ 'わ=saソニαυααも=の

“
π=レ″  b=s“ ッね

so         agaln 3=return‐ out‐NONPAS‐When=FOC 3=cry

`So hc went out agaln and cded′

しかし,02)に現われるこれらの3人称代名詞が指示する対象は同じではなく,

[1]の 自立形は「老人」,[2]のクリティック形は「アビ」をそれぞれ指してい

る。これらの文が現われたのは,後者の「アビ」を中心として展開している部

分であり,そ の「アビJを クリティック形で示し,一方の「老人Jが 1項動詞

の主語として現われる場合に自立形で示されるというように,ほぼ一貫して,

自立形とクリティック形の違いによってそれらのま旨示する対象を区男Uし ている

ようである 〈但し, 2項動詞の場合は,文脈がないと,いずれを指示している

のか,判断できないこともある)。

次にあげる例でも,同 じ文脈に現われる,指示対象の異なる3人称を自立形

とクリティック形で指示し分けている。

(33) [1]ノ ′̈  Zα  9γα″―タセッーα′α′′′=`ω aリ      カα″  :Jθ =s″″‐,

thc_sun  3  byloo血 g‐cL・MC VE― DUR=While thus  3=say― NoNPAST

鶴 er he had looked atthe isLtt sun for a wnle,he sJdメ

(中略)

[2]雰αα″ ′″α%απ tt W″ 6-滋

and   soon after 3   say― NONPASr‐ INFO

つ鮨d hc saldF
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(33[1])の クリティック形は,談話 (神話)の中心となっている「息子」を指示

しており,こ の「息子」がいわぱ活性化されている。(33)で 「中略」とした部

分は,そ の「息子」が「父親Jに発するように促した発話が入っており,(33[21)

は,それを受けて「父親」が発したことを表わすものであるが,その主語は,

自立形で示されている。つまり, この発話の中で活性化された「息子」と指示

する対象を区別するために「父親」に対して自立形が用いられていると考えら

れる。

このように 1項動詞における自立形とクリティック形の現われには,主に談

話上の機能による違いが関与しているとみられるが,実際のテキス トを見てみ

ると,ク リティック形の方が自立形よりも現われる率が高い20。
次にあげる例

は,ε滋
“

`grandfatherに ついて語っている談話の中の一部分を抜き出したもの

である。

(γ)11]

[2]

[3]

[41

dii cinca= ?aseq naagaay=Nargu andteaeaag?u=gu q'au-?u-

mygrandfather=toothe.house=in.ftont,ofchair=on sit-sc

'My grandfather was sitting on a chair in front of the house.'

yaan='uu' h= tud-sh'a-juu + ?iw?an-di

mrly=p6g 3=nIsrR-cL-RoOT+big-DUR

'He was whistling really loud.'

st'aat=Xan='uu yaan'la q'ay-guda4.

own.feet=EMpH=Foc truly 3 cL-RooT[IrER]

'He was stamping his feet.'

?a1h'us'ihda= Ion' la= gam-da.ga-sdla.

al1.of.sudden=uvrpn 3=cl,-Roor-completely

'All of sudden he made a loud noise.'

まず (34[11)に おいて初めて導入された励
“

`grmdfatherが,続 く(34[21)に

おいて 1項動詞″′‐sん′″″̀ whiStle'の 行為者として現われ,3人称代名詞のク

リティック形で示されている。(34[3])の 述語は, 2項動詞
`セ

ッ‐ク″あ′`stamp'

であるために,その行為者となる `grandfather'が今度は3人称代名詞の自立形

で示されているが,(34[4])は また 1項動詞″″滋″ `make a loud noisc'の 行為

ク。
概略的な数字であるが,単文におけるそれらの現われをみてみると,自立形が25%,ク リティッ

ク形″ 5%である。
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者 として再びクリティック形で示されている。ここにあげたのは,談話のごく

一部であるが, この場合,事温 fatherを 中心として展開されている談話の中

において,そ の一貫性を示すために, 1項動詞の主語には3人称代名詞のクリ

ティック形が用いられていると考えられる。

4.2 複文における3人称代名詞の現われ

3人称代名詞の自立形とクリティック形についてこれまでみてきたことは,

複文においても当て嵌まるとみられる。まずt 2項動詞の主語 (→ として現わ

れる場合は,複文の主節・従属節を問わず,多 く用いられるのは,自立形の方

である。次にあげるのは,主節・従属節ともに述語が2項動詞 ((35〉 ″πゐ

か ヾ 路 滋 uveF 06)雄 凛 熟 ″ `mピ お■鍋 S′夕 `take our)で ,そ の 主 語 に 3

人称代名詞の自立形が現われている例である (それぞれ指示対象は同じである)。

(35)a ″パ″ お物 滋η ″
`θ

″='μ  ″●=グ Z″ ″ Sありθ″=`″
`π

cow   3 havebD]‐ 内 T=FOC 3PL=PP 3 cL ROCITttST=When

haαレ ″ クα¢ノ=′
'Sa′

 ″′=夕  名α ′おZαttθた

the.store= too 3ru=pp 3 give-rasr

'He gave them the cow he owned and gave tiem the store too.'

b- k'iija7='2171 ' la ttenateq -di=qawd,i

own.stomach=Foc 3 rub-oun=while

0=″お滋 na7 cala'lz d,a4-dla-st'o4na-gan-i'i.

(StOmach)=OutOf NDF be.Ch鳳 3 ,pulLng cL TAKE.OUT[EVDl mST― INFO

`He rubbed his own stomach and then took a baby outof Ыostomach

(=0)′

3人称代名詞のクリティック形が2項動詞の主語に現われるのは,単文の時

と同様,他動性の低い動詞の場合にはぼ限られるとみられる。次にあげる (36a)

はクリティック形が従属節に現われている場合,06b)は 主節に現われている

場合を例示したものである。

(36)a ′″′=グ  ″♭=働%`φ‐ =雄塑 κセ́
"レ

タッ 物 夕
“

+1物″復

lPL OBJ=t0 3=get scared[NOM]=Whcn the_deer  3  walkttdrop

`It got scarcd of us,and it dropped the decr and walked awげ
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b 力″″ 0 ′わoう″S=″‐夕%

then  (3) lie dOWn_NONPAST=While=FOC

″|ク″ グ滋  α′も=“″=フ″  'わ =&″s″′ι

hoW INDF be NONmST=FOC 3=knOwlNOヽMSTl

Ⅵ le lylng.he kncw how tllc thing wasF

これらの動詞G%“″グ≠I>物ク察ノ]摯t SCared,力 郷〃[>λ
“
歯例 `kn¨′

)

は,いずれも他動性が低 く,そ の主語に3人称代名詞が現われる時に自立形よ

りもクリティック形が現われる傾向にあるのは,先にあげた単文の場合 と同様

である ((28)な どを参照)a。

3人称代名詞の自立形が複文の従属節と主節の目的語として現われている例

は次に示すとおりである。いずれも上に述べた単文と同様に,OAの語順で0の

位置に3人称代名詞が現われている。

(37)a. 'ια ι物わ′  ″教″″ク=“0曇  π″ 夕αα″物

3   1PL AG  ring=aftena、vhile INDF Walk― ar五ve

Vヽe rang it(=the bell),and alter a while somcbo■ carne in/

b `フわ′ υ
“

タフωs滋′ ή =′わω '滋α ′をわク 膨7/`″ α申 9″

lPL AC SCream― NOM=When     3   1PL AG byvOicc― get scared

`ヽVhen wve screamed,we scared him′

一方,ク リテイック形が目的語の位置に現われる例は,次にあげる通 りであ

る。

(38)a 滋″ 0 物=9″フθ″=ごわ″ ②=“π '″ んZ″ a%sttθ

then O)3=see PAST=When (3)=for 3  1augh vcry

`whei he(=0)read it he laughed atit(=0)sO hard′

b 滋 ″  9セaα ″|ク″η=″
“

′ ■%″α=″  '′α ′z"′′θ
`移

s=″
`α

″

then  Mainland=along     宙uage=。n  3   stop‐ PL― NONPAST=When

21いずれも主語が1人祢単数代名詞の時は,目 的格Z″が現われる。
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garn nel=tfaa 'le = c'i-ca-caa.0o4,

NEG INDF=but 3=beat-PL.NEG[EvD]

'When they stopped at a village along Mainland, nobody beat them (in
soccer).'

(38b)で は,単文の場合と同様,Aと なる名詞句に談話機能標識 (こ の例では,

=″物ὰ but')が付いており,それによって,Aが前に移動し,0が 3人称代名詞

のクリティック形で表わされている。(38→ は,Aと なる名詞句が従属節に現わ

れていない点で 08b)や単文の場合 と一致しないが,その主語が現われていな

いのは,主節の主語 (物 Ъピ)と 同じであるからであろう。その際,従属節の

動詞 (9″ `see')が 2項動詞であるため,3人称代名詞の自立形を用いると,主
語として解釈されてしまうので,目的語であることを示すためにクリティッ`ク

形が用いられたと考えられる。

複文において 1項動詞の主語として現われる3人称代名詞をみてみると,ク
リティック形と自立形の使い分けは,単文と同様,主に談話機能上の違いを要

因としてなされているとみられる。例えば,次の文では,従属節と主節のいず

れにおいても,そ の 1項動詞の主語としてクリティック形が現われている。

(39)'わ =″αc移
`″

η‐′″a∽″ ″α″ 物 =費ン
`″

″

3桑tand up‐ NOM=aS soon as truly 3=byfear― run

l嘘 sOOn as lt(=the COwn st。 。d up.■ ran away¬ith fear

この文は,`tlle∞ヾ について述べている文脈において発せられたもので,その

一貫性を示すためにクリティック形が用いられていると考えられる。この例の

主節と従属節に現われるそれら2つの3人称代名詞の指示対象はいずれも同じ

`the cOw'で ある。

一方,主節と従属節の両方において, 3人称代名詞の自立形が主語として現

われることもある。例え1乱

(40) ga1aaTan='uu ?isa4'la sdiil-etsaa-s=gtaan='uu

so=Foc again 3 retum-outward-Nolt?AsT=when=Foc
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gッ●ι=“  `b″イ笏―θS=ク   'ια sο¢ノJθ‐
′θπ

where=in sit‐ sc‐NONPAST=at  3  cry― PAST

Vヽhen he retumed outside agam,he cjed atthe place where he wasi

(40)は , 3人称で表わされる登場人物が二人いる談話の中の一つの文で,そ の

文脈においては,その登場人物の一方を自立形,他方をクリティック形で表わ

すことによって,そ れら異なる指示対象の区別がなされている。従って,(40)

では,それらの登場人物の一方を表わすために3人称代名詞の自立形が用いら

れていると考えられる。

主節と従属節の述語のいずれもが 1項動詞で,従属節に3人称代名詞の自立

形,主節にクリティック形が現われる場合の適例は得 られていない。

一方,従属節にクリテイック形が現われ,主節に自立形が現われる例には次

のような文がある。

“

1)物 =Sοηわ=“″″=レ″ %α =′θ′λ′ 物  ```・秘■
'

3=cry=aftetawhile=FOC 3=wlth    3  go ou"vard NOPAST

■fter he had ded for a wlulc,he went out“ 嘔th itF  (SwantOn 1905:7)

この例における2つ の3人称代名詞はいずれも同じ対象を指示しているので,

主節の主語にもクリティック形が現われることが予想されるが, 自立形が現わ

れているのは,その前に後置詞句物αttλ ′̀ With■'があるゆえと考えられ

る。この後置詞句は,動詞夕αὰ gO'の項ではないが, 1項動詞でも前に後置詞

句がある環境では,3人称代名詞の自立形が主語に現われることが多い。逆に,

日」詞が現われる場合には, 3人称代名詞のクリテイック形が主語として用いら

れるようである。次の例のように,副詞句λ″=′パ″ `agam and agairが ぁる

場合には, 3人称代名詞のクリティック形が主語として現われる″
。

(42)″″″ 'あ=S務メーぃ∝―s‐9幽  σ
“
′S“0多 路″=2、Э■ 'わ=s″ノね

then 3=retum‐ out‐NONPAST=and night a■   
…

=tO。  3=呼

Then he went out again and c五ed all night agam′

22111し
, この例は, 3人称代名詞で表わされる指示対象が二人いるために,そ れらを区別するため

に,一方をクリティック形で示したという可能性も考えられる (上掲の (40)と 比較されたい)。
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但し,こ こに述べたような自立形とクリティック形の現われは,あ くまでも一

定の傾向であり,C42)の ような環境において自立形が現われることを制約する

ものでもなく,他方,(41)の ような環境でもクリティック形が現われることが

ある。また,同 じ傾向は従属節においてもみられる。

以上, 3人称代名詞の自立形とクリティック形の違いについて述べてきたこ

とをまとめると, 2項動詞を述語とする節においては,A(主語)には自立形

が現われることが多く,ク リティック形が現われるのは,他動性が低い動詞の

場合に多い。また,0(目的語)に自立形かクリティック形のいずれが用いら

れるかは,語順によって決まると考えられ,すなわち,OAの順であれば自立

形,lAOの順であればクリティック形が用いられる (後者の統 Aに は談話機

能標議が付くことが多い)。 このように3人称代名詞が2項動詞を述語とする節

に主語として現われる場合は,主に統語的な環境によって自立形かクリティッ

ク形かが決まるといえる。

一方, 1項動詞を述語とする節においては,主語となる3人称代名詞は,自
立形,ク リティック形の両方が可能であるが,いずれが用いられるかは,主に

談話上の働き,すなわち文脈に依存している場合にはクリティック形,文脈か

ら独立したような場合には自立形が現われる傾向にあると考えられる:

5.結言             、

1人称代名詞と3人称代名詞の自立形とクリティック形の現われは,おおよ

そ統語的な要因と談話的な要因の二つが関与しているといえる力ヽ その関わり

方は, 1人称代名詞と3人称代名詞では異なっている。まず 1人称代名詞にお

けるそれらの形式の現われをまとめれ峙 次の表のようにならう。

(43)1人称代名詞のクリティック形と自立形の現われ
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上の表において太線で囲つたのは2項動詞のみに当て嵌まる要因であり ((1)を

参照),一方,網掛けは,「活性化」の要因が及ぶ範囲を示す。ここにおける「活

性化」は, 3節で述べたように,主体となる1人称が話し手の意識の中で中心

的な参与者として提えられ,そ れを中心に話題が展開されているかどうかであ

り,そのような場合にはクリティック形が用いられ,一方,そ の文脈からいわ

ば独立して現われるような場合には自立形が用いられると解釈する。但し,活

性化はそもそも連続的であり,そ の違いが劃然としているわけではないので,

表の中では「～」で示している。

3人称代名詞のクリテイック形と自立形の現われは,次の表のようにまとめ

らオしる。

(44)3人称代名詞のクリティック形と自立形の現われ

ち '″″

A 他動性 低  ～  高

0 語順 A0 OA

S 活性化 十    ~    ~

3人称代名詞は, 2項動詞 (表の太線より上)では,A(主語)と 0(目 的語)

の両方に現われることがあり,Aの場合は,そ の動詞の他動性の高低によって

クリティック形か自立形かのいずれかが現われる。ただ,他動性は連続的であ

るので,表の中では「～」で示してある。また, 3人称代名詞が2項動詞のO

として現われる場合は,それら二つの形式の現われは,語順によって決まるが,

その語順の決定には,Aと なる名詞句に談話機能標識が付 くかどうか (あ るい

は,付加されなくてもAが前置される)と いう談話的な要因も関与していると

みられる。一方, 1項動詞のS(主語)と して現われる場合は,活性化の要因

がそれらの形式の選択に関与していると考えられる。但し, 3人称代名詞に関

わる活性イヒは, 1人称の場合のそれと同じである一方,同 じ文脈において3人

称代名詞で指示される対象が複数ある場合に,そ れらを区別するために,自 立

形とクリティック形が使い分けられることもある。

これらの要因のうち,最も優先されるのは,統語的要因であることはいうま

でもない。一方の談話的要因は,あ くまでも話者自身のその時々の視点による

ものなので,一貫性を欠くことがある。特に3人称代名詞の場合は,そ の指示
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対象が何なのかを定めがたいことがあるなど,時として曖味性を生みだすこと

もある。それは,「活性化」というのが専ら話者の視点によるからであり,それ

が連続体をなす以上,そ のような曖味性が生じるのは当然の帰結であろう。

本稿では,単文と複文のそれぞれに分けて, 1人称 と3人称の代名詞のクリ

ティック形と自立形の現われの考察を試みたが,他にも,従属節のタイプによ

る違い,関係節や補文構造における現われ,更に,焦点標識=レ″などの談話機

能標識との関係も含めて再度分析する必要がある。
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